
 

平素は、「医療福祉・在宅看取りの地域創造会議」へのご理解・ご協力ありがとうございます。 
日中はまだまだ厳しい暑さが続いていますが、朝晩はしのぎやすくなり、季節の移ろいを感じるようになりました。 
お菓子や飲料の“秋限定”商品で季節を感じることも多い昨今。最近では、旬を知らない子どもたちが増えているそう

です。スーパーに買い物に出かけると、栽培技術や品種改良流通手段の進歩などによって、ほとんどの食材が一年を通し
て並べられており、旬がわかりづらくなっていますね。冬のトマトに、夏のほうれん草。今では珍しくもなく、 

当たり前のように見かける光景です。旬の食材はおいしいだけではなく、栄養面でも季節はずれの食材を上 
回っているものが多く、ほうれん草 100ｇ中に含まれるビタミンＣは、夏は 20ｍｇであるのに対し、旬であ 
る冬は 60ｍｇと 3 倍量、秋が旬であるサンマやイワシは、脳の活性化や生活習慣病の予防に役立つとされる 
ＤＨＡやＥＰＡも春や夏の２～３倍になると言われています。 

暑さで疲れた身体を癒してあげながら、季節を感じ旬を楽しみながら過ごしたいですね。 
 

 
 
 去る８月 25 日(日)ピアザ淡海にて 
125 名の会員の方々にご参加いただき 
盛大に開催させていただきました。 

本当にありがとうございました。 

厚生労働省医政局指導課課長梶尾雅宏氏の講演では、 

社会保障制度改革、在宅医療・介護の推進にかかる 

大きな流れを認識することができ、出席者一人ひと 

りが、滋賀らしい在宅医療・看取りのありように 

ついて、地域創造会議を通じて、議論していく必要 

性を強く感じることができました。 

実践報告では、「多職種のつな 

がり」「関係者と県民のつながり」 

等により、ともに取り組むことでの 

活動の広がりについて６名の方々にお話していた 

だき、続いての意見交換会では、「このような現場 
の活動を知ることができてよかった」という声が 
多数聞かれました。 

 知事からのお言葉では、県政の世論 

調査で県民の皆様が、力を入れてほし 

い施策として、在宅医療の推進や、 

介護サービス・医療施設の整備について 

望まれているという結果を経て、滋賀で生まれて 
滋賀で最期を迎えられてよかったと思ってもらえるように、 

死をタブー視せずに県政を進めていきたいとお話いただき 

ました。また、「地域創造会議」について、たくさんの方が 

顔の見える関係を築き、議論していただいていることに、 

感謝の思いを伝えていただきました。 

 最後に、県内の医療福祉関係機関・団体の 

代表の皆様と、会場の参加者の皆様で滋賀の 

医療福祉を守り育てるための「共同アピール」 

を行いました。2035 年を見据え、県民・医療 

福祉関係者・行政が一体となって、高齢者など、社会的に支援 

を必要とする人たちを地域の中でともに支え合うしくみづくり 

を推進するなかで、県民一人ひとりのかけがえのない命、そして 

最期までその人らしさを全うできる医療福祉のあり 

ようについて、県民の皆様に呼びかけて 

いくことを確認しながら、声高らか 

に宣言いたしました。 

「地域創造会議」において、今後も県民の皆様 

が希望する看取りが叶えられる「よりどり 

看取り」の滋賀の実現をめざして、共に取り 

組む「自覚者」が広がっていくよう活動し、 

県民の皆様に知らせていくことが 

できるようにしていきたいと 

考えております。 TEL:077-528-3581 FAX:077-528-4851 

E-mail:info@chiikisouzoukaigi-shiga.jp 

県民の皆様に広く知っていただき、親しんでもらえるよう、 
キャラクターの愛称を募集することになりました！ 
募集要項等、詳細が決まり次第、お知らせいたします 
ので、会員の皆様もふるってご応募してくださいね！ 

13:00～ 開会挨拶 代表幹事 笠原  

13:05～ 総会 第 1 号議案 平成２4 年度事業報告 

第 2 号議案 平成２4 年度会計報告 

第３号議案 平成２5 年度事業計画(案) 

第４号議案 平成２5 年度収支予算(案) 

13:15～ 基調講演 《テーマ》 『今後の医療体制のあり方』 

《講 師》厚生労働省医政局指導課課長 梶尾雅宏氏 

13：55～ 実践報告 

《テーマ》『こんなん(困難)でもやれるで!滋賀の在宅医療』 

①介護保険事業者と行政が取り組む在宅医療・介護の魅力発信・人材確保 

近江八幡福祉総合相談課 社会福祉士 谷口茂樹さん 

＆ＮＰＯ法人いっぷく 理事長 岡山かよ子さん 

  ②介護サービス事業者同士の“ひと味違った”連携 

    ＮＰＯ法人木もれび 理事長 森村敬子さん 

＆ＮＰＯ法人ｹｱｻﾎﾟｰﾄ滋賀 訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝｸﾛｰﾊﾞｰ 所長 糸山めぐみさん 

  ③在宅看取りを考える“花かたばみの会”の歩み 

    彦根市立病院訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ 所長 柴田恵子さん 

＆花かたばみの会 藤本加代子さん 

15:00～ 休 憩   15:10～ 意見交換会 

16:05～ 各グループより発表 

16:25～ 厚生労働省の方より一言 

16:30～ 滋賀県知事より一言 

16:45～ 共同アピール   17:00  終 了 

 

プログラム 

ご感想・ご意見等お寄せいただければ幸いです。 

医療福祉・在宅看取りの地域創造会議運営事務局 

(滋賀県庁 医療福祉推進課内) 

次のワーキング会議の予定 
９月２４日(火)18：30～ 県庁(予定) 
会員の方には、メールで出欠のご確認を 
させていただきます。 

初めての方で参加をご希望される 
方は、開催日 5 日前までに、 
下記までご連絡ください。 


